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〈原　著〉

加令者の骨シンチグラム
（2）　大腿骨頸部骨折例の患側下肢の骨代謝元進像について
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はじめに

　ユ971年Subramanian1，2）が99mTc標識のpoly－

phosphateをi新しいBone　seeking　agentとして骨

シンチスキャニングに応用して以来，99mTcが半

減期も適当に短く骨への被曝線量も少ないことも

あってこの製剤による骨シンチスキャニング法が

盛んになるすう勢にある．また，Bone　seekerと

してより安定性のあるリン酸塩類の開発が行なわ

れ，今日ではpolyphosphateの他にpyrophos－

phate，　Diphosphonate3）4）などが使用されだしてお

り，これらの製剤もKit化され，日常の骨疾患の

診断に簡単に応用されている．著者らは主として

加令者を対象に日常の骨疾患の診断にpolyphos－

phate，　pyrophosphate，　Diphosphonateを使用し

現在51例を数えるに至った．今回は加令者の骨

疾患に多い大腿骨頚部骨折の症例の中で興味ある

骨シンチグラムを得たので報告する．使用した全

身スキャナー装置は島津のSCC－130Wに著者ら

と協同開発したミニスキャンを用い4eO　cm／min．

ピッチ3mm，全身スキャンには約40分を要し
た．

　症例1i　57歳，女性．昭和45年11月，階段を
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上る際に右大腿部に激痛を生じ歩行困難となっ

た．近医により骨レ線をとられ，右大腿骨頚部骨

折，腰椎の圧迫骨折，骨粗彩症を発見され入院し

た．しかし骨折に関しては保存的治療のみにて退

院した．昭和47年11月，左股関節に鈍痛を覚え，

痛みは増強，言うことも不可能となった．某病院

に入院し左大腿骨頚部骨折を発見されたが特に手

術もせず，昭和47年12月25日本院に転院した．両

下肢特に左側の強い痛みを主訴とし，両下肢の運

動制限がある．強いKyphoseと胸廓変形，腰部

より下の温痛覚，深部知覚，位置覚の低下がみら

れた．骨レ線では胸椎，腰椎の圧迫がみられ全体

に骨梁が粗となり骨粗髪症の所見を示した．また

両側大腿骨頚部骨折が認められた．検査所見では

血清Ca　4．2～5．8mEq／L，血清P4．2～5．　O　mg／

d1，　Al－P－tase　42．8へ106　uと正常かやや高目で，

尿Ca（一），尿P559．8mg／dayと正常であった．

昭和47年12月27日に第1回目の骨スキャンを施行

した．polyphosphate　via1（Diagnostic社製）に

約10　mCiの99mTcを加え1～2分の振とうの

後に静注，約2～3時問後に全身スキャンおよび

局所の面スキャンを行なった．Fig．1（a）に示す

ごとく，両側の大腿骨頭ことに左側に著明なRI

の集積がみられるばかりでなく左側の大腿部，膝

関節部，下腿部，足関節部，足骨部は右側に比し

てRI集積が強いことが示されている．昭和48年

2月7日に第2回の99mTc－polyphosphateによる

骨スキャンが施行された．Fig．1（b）に示すごと

く，前回の所見とほとんど変りがない．すなわち
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The　first　bone　scanlling　of　the　case　l　by　99mTc－polyphosphate．
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Fig．2．　The　bone　scanning　of　the　case　2　by　99mTc・polyphosphate．

左大腿骨頚部，左大腿部，左膝関節部，左下腿部，

左足関節部，左足骨部は右側の同部に比してRI

集積が顕著であった．

　症例2：70歳，女性．昭和47年ll月30日，駅

で転倒，歩行不能となり急患として本院に入院し

た．骨レ線では右大腿骨頚部骨折が認められた．

索引療法は行なったが，同年12月13日に手術を行

ないnail　plateにより固定した．検査所見は，血清

Ca　4．6～5．5mEq／L，　lfi［1清P3．0～3．5mg／dl，　Al－

p－tase　55～83　uとすべて正常であった．昭和47

年12月25日に第1回の99mTc－polyphosphateによ

る骨スキャンを施行した．右大腿骨頚部に著明な

RI集積像を得たのみならず，右大腿部，右膝関

節部，右下腿部，右足関節部，右足骨部が左側の

各部に比しRI集積が増強していた．昭和48年1

月23日に第2回目のpolyphosphateによる骨スキ

ャンが施行されたが，Fig．2に示すごとく，前回

と同様の所見が得られた．すなわち右大腿骨頚部

のみならず右側下肢は左側下肢に比してRI集積

の増強をみた．翌日nail　plateは抜去された． Fig．3（a）．　The　bone　radiography　of　the　case　3．
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　症例3：64歳，女性．昭和47年12月1日転倒

し右腎部を強打した．右股関節痛を訴え骨レ線に

より右大腿骨頚部骨折を発見されただちに本院に

入院した．

　昭和47年12月13日に人工骨頭置換術が施行され

た．（Fig．3（a））．検査所見は血清Ca　5．3mEq／

L，血清P4．4mg／d1，　A1－P－tase　45～58．4uとす

べて正常であった．昭和48年1月18日に99mTc－

polyphosphateによる骨スキャンンが行なわれた．

Fig．3（b）に示すごとく右大腿骨頚部，右大腿部，

右膝関節部，右下腿部，右足関節部，右足骨部は

左側の各部に比しRI集積の増強が認められた．

考 按

　加令者においては，ちよっとした転倒により大

腿骨頚部骨折をきたしやすい．したがって本症に

おける骨レ線の施行は重要な診断法の1つであ

る．以上報告した3例はいずれもそのような大腿

骨頚部骨折例であるが，骨スキャンの実施により

得られた所見はいずれも患部である骨折部への

RI集積の増強のみならず，患側下肢へのRI集積

が健側下肢に比して増強された所見が認められた

ことである．全身スキャンおよび面スキャン時に

は特に患者の姿勢に注意しコリメーターよりの距

離を患側および健側で一定にするようにgeome－

trica1な因子の一定化に努めた．このような所見

は骨レ線像では明らかでなく，骨スキャンの実施

をまって，はじめて明らかにされたものである

1961年，Wendeberg7）はtibiaの骨折例に85Sr

を用いFlat丘eld　scintimetryを行ない，骨折部

位，足関節，膝関節，大腿部の放射能を健側のそ

れと比較し骨折部位は勿論，上記の患側部位は健

側部位に比して約1年放射能が高いことを示して

いる．われわれの結果は99mTc－－PPによる同じよ

うな所見をスキャンでうらがきしたと思われる．

本法に使用されたpolyphosphateは一一般に骨の

Hydroxyapatiteへのcalci丘cationを阻害するこ

と5），骨表面へとり込まれること，またCaが沈

着しているTrabeculaeにはとり込まれない6）と

いわれている．
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Table　l　ComparisoII　between　characteristics　of　cases，

No．

Case　1

Case　2

Case　3

Case　4

Case　5

age
（yrs．）

57

70

64

73

62

sex

F

F

F

F

M

Diseases

Osteoporosis，
Fracture　of　bi－

lateral　femoral
neck

Fracture　of
right　femoral
neck

Fracture　of
right　fernoral

neck

Fracture　of
right　femoral
neck

Fracture　of
left　femoral
neck

Duration　from　beginning
　of　fracture　to　bone

　　　scannlng
first

R
2yrs．

　1．4m．

L（2・8m・

0．8m．

1．6　m．

8．9m．

2．5m．

second

2yrs，

　2．8m．

2．8m．

1．6m．

Difference　of
RI　activity

between　right
leg　and　left
leg

十

±

Treatment

Administration　of
Calcitonin

Open　reduction　by
Jewett，s　nail　Plate

Prosthetic　replace一
皿ellt　of　right

femoral　head．

Prosthetic　replace－

ment　of　right
femoral　head．

Traction，
K．wire五xation

　このような99mTc－pelyphosphateを用いて実施

した骨スキャンで骨折部位のみならず患側下肢の

99mTc－polyphosphateのとり込みの増加がみられ

たことは骨代謝の面から興味深い所見と思われ

る．患側下肢全体の血流の増加によるのか，また

骨代謝の充進によりとり込みの増加を反映してい

ると思われるが断定はしがたい．またdisuseによ

りCa，　P代謝の面でnegative　balanceがおこる

ためにかかる所見を呈するという考え方もある

そこで以上の3例と他2例を加えて骨折時よリス

キャンまでの期間，手術の有無等の諸要因を比べ

てみるとTable　1のごとくになる．今まで経験

された例数は少ないので断定しがたいが，5例の

うち前記の所見がみられたのは4例でいずれも女

性の加令者であった．骨折よりスキャンまでの時

期は3例は2カ月以内であり，1例のみ約9カ月

であった．1例の骨髪症をのぞいて手術的治療に

よりnail　plate固定した例である．このnail　plate

固定が患側骨の血流の増加，および骨代謝の増加

をきたすのか，なお今後の検討を要する．また骨

髪症例では他の例に比してかなりつよい反応を示

し，しかも手術を施したこともない点で注目され

る．したがってこの症例では骨髪症という病態の

関与が，かかる骨スキャン像を呈したと考えられ

骨髭症の病態の解明に資すると思われる．

結 語

　大腿骨頚部骨折に99mTc－polyphosphateによる

骨スキャンを実施し骨折部位のみならず患側下肢

へのRI集積の増強をみた．この所見は骨の代謝

面での考察に一助となると思われる．
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Summary

Bone　scintigram　of　the　cases　with　fracture　of　femoral

　　　　　　　　　　　　　neck　among　aged　population

Kazuo　CHIBA，　Masahiro　IIO，　Hideo　YAMADA，

　　　　　Kengo　MATSUI　and　Munehiko　TANNO

DePartmen彦of　Nuclearルfedi‘ine　and　Radiologicag　Science，

　　　　　　　　　To妙o　MetroPO〃tan　Geriatric　Hospital

Mitsuo　IGARASHI　and　Hiroshi　TAKIZAWA

DePartment　oゾSurgerッ，．0劔ぷionげOrthoPedics，

　　　　To勧o　MetroPe～itan　Geriatric　Ho∫力吻1

　　Five　cases　with　the　fracture　of　femoral　neck

was　found　to　have　interesting　finding　in　the　bone

scanning　performed　by　99mTc．labeled　polyphos・

phate．　These　cases　showed　increased　activity　of

radioisotope　in　the　whole　extremity　of　the　side

which　had　the　fracture　of　femoral　neck．　Four

cases　were　females，　the　age　of　whom　ranged　57

yrs　to　73　yrs．　In　three　cases　of　them　bone　scan．

ning　were　performed　after　operation　of　fracture

（open　reduction　of　femoral　neck　with丘xation　by

nail　plate，　prosthetic　replacement　of　femoral

head）．　One　case　had　osteoporosis　with　the　frac．

ture　of　bilateral　femoral　neck．　One　male　case　of

fracture，　he　was　not　operated　upon　and　only　trac－

tion　and　wire丘xation　was　performed，　did　not

show　such　increased　activity　of　the　peripheral

extremity　of　the　side　of　fracture．

　　This　increased　bone　metabolism　observed

throughout　extremity　of　the　fractured　side　might

relate　with　operation，　however，　one　of　two　non・

operated　case　also　showed　similar　reaction

throughout　the　extremity．

　　Duration　of　such　phenomena　after　fracture

varies　from　24　days　to　g　months．

　　Since　the　phenomena　is　so　interesting　that

authors　are　now　in　the　process　to　clarify　the

mechanisms　behind，　either　neurogenic，　mechani．

cal，　hemodynamic　change　or　due　to　humoral

factors．

　　In　summary，　following　fracture　of　femoral　neck

and　its　operation　interesting　enhancement　of　bone

metabolism　which　extends　from　femur　to　lower

extremity　of　the　diseased　side　was　observed　in

4cases　among　5　such　aged　cases．　Reasons　are

still　left　to　be　clarified．

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊
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